
第５時の目標

・くり下がりのある２位数－１位数の計算を筆算でできる。

評価の規準

・くり下がりのある２位数－１位数の筆算のし方がわかる （知識・理解）。

・ （表現・処理）一の位から引けないとき、十の位から１０の一個分を移動させて計算することができる。

主な学習活動 指 導 援 助過程 学習集団

①問題 ４０－３の筆算をしよう！ 全体問題

４０ Ｃ・くり下がりのあることに気付く。提示

－ ３ Ｔ・説明の仕方が

②課題をもつ Ｔ・発表を引き出 わかるプレート

課 めあて す発問をする を黒板に示す。。

題 くり下がりのある計算を

化 ひっ算でできるようになろう！ くらいをそろえて書く

一の位を計算する

４０ ０－３ ひけない くり下がりがある。

－ ３ １０ー３＝７ 十の位から１０うごかす

３７ ４－１＝３ 十の位の計算をする

③交流する

６１－５のひっ算をしよう！ ペア Ｃ・お互い説明ができたらすわる。交

６１ Ｔ・説明につまづいた児童に個別に説(任意)

－ ５ 明する。流

④理解を深める Ｔ・話形のヒントカードを用意する。

どんどんコース じっくりコース 個 じっくりコース

。えんぴつ２の問題を えんぴつ２の問題を Ｔ・プリントを用いて書きやすくする

ノートに取り組む。 プリントを使い一緒 Ｃ・説明プレートを活用し順に解く。

に考える。

くり下がりの部分

チェック → じっくりコースに 一の位の上部に小さく１０を書くこ

↓ とで、 しっかりとした計算ができ

プリント練習に入る るようにする。。

⑤自己評価をする。評

・ひっ算できるようになったよ。 全体価

・もう少し練習したいな。


